
活動事業のご報告
教育0研究への支援

「未来への飛躍」基金の使途から一部ご紹介します。

01
リサ=チ・

クラークシツプ

医学科2年生を対象に、学生自ら直接専門領域の研究内容に触れ、

さらには高度な実験科学の進め方を実際に体得するための授業です。

研究活動の意義及びそれを支える研究者の心を理解して

research mindを培うことを目的とします。

国内及び海外の研究室での11週間の実習で、宿泊費の一部を本基金から助成しました。

旭川医科大学 先進医工学研究センターヘ研究実習留学をしました。

(当時)医学科2年生 山名 智尋
前列右が山名さん▼

この度は北海道への渡航費とリサーチ・クラークシップ期間の宿泊費のご支援を

いただき、ありがとうございました。旭川という奈良から遠く離れた地で、2か月間と

いう長期間の実習を無事行うことができましたのは、「未来への飛躍」基金からの

ご支援のおかげです。

リサーチ・クラークシップでは、先進医工学研究センターの先生方と一緒に研究活動

を行うことで、現状の課題を解決するために新たな知を求めたり、まだ誰も知らない

ものを生み出したりすることの面白さとやりがいを感じることができました。私はずつと

臨床の現場で働く医師になりたいと思い続けてきたのですが、リサーチ。クラーク

シップを通して研究に対する興味がとても強<なり、将来の選択肢の一つに研究者というものが加わりました。現時点では、奈良

医大卒業後まず臨床医として医療に携わり、臨床の現場で見つけた課題を解決するために研究を行い、最終的に研究の成果を

患者さんに還元できるような医師というものが目標とする将来像のひとつです。先進医工学研究センターでの経験がなければ、

将来の選択肢に研究が加わることはなかつたかと思います。旭川での実習の機会を与えてくださつた「未来への飛躍」基金には

ただただ感謝の気持ちでいつばいです。この経験を糧にこの先も努力を続ける所存です。本当にありがとうございました。

雇■じら3人目が朝井さん▼

金沢大学 血管分子生物学教室へ研究実習留学をしました。

(当時)医学科2年生 朝井 啓斗

リサーチ0クラークシノプを通フてIぎ <2つ 奪ことを学びましたt

一つはもちろん研究のここで丁=葛二篭てゃ
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達し壕やな疾著=こ

関係することは臨床で働く二て重要な電議■三著。まプ■1ま■今
=t■
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行つたMG検出法についても、糖|こ 更
=三

=百三
=賓

三―つて野を―`/3.1唯二壼
=二

確立され病態解明や早期診断、予錆。注言薬三爾発 二巽千モ三考il■ モ■,こ■■し蓑われたなら嬉しいことだと思います。授業で

教わることは確立された事実のよう:こ 見えま丁■‐モ三裏 ,こ テ■篭ら■‐こなτてしヽなしヽことがたくさんあることを知りました。今後

そのことを頭に入れながら注意深<授業を受:す よう三〒.ま丁
:

もう一つは自分の性格に関することです。例え|よ尋毛著輩=二■_て、英験3条件次第で終了時刻が異なり遅くまで残ることもあり

ます。また発表の準備に関しても求める質によつてこ奪くら_≡ 分
=著

賢を削るか変わつてきます。研究、そして仕事に対する姿勢

を改めて認識することができ、卒業後のキャリアバスを考えを三てこても参考になる経験になりました。

以上のことを学べたのは、約2か月金沢で研究に集中できる環境 |こ あったからだと思います。関西にいれば家族や同級生のこと

だつたり、部活のことだつたり他の用事で忙しくなつていたと思しヽます。金沢で研究に集中し、自分のことについてじつくり考え、そして

多くのことを学べたのは「未来への飛躍」基金の支援があつたからです。このような機会を与えてくださりとても感謝しております。

医学。医療に貢献し支援してくださつた皆様にお返しができるよう頑張りたいと思います。

2α21年度活動報告より

2021年度活動報告より
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奈良県立医科大学をご支援いただいている皆様ヘ

「未来への飛躍」基金

医療の

未来へ
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